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1 . はじ めに

　 やどり ぎ案内と は、 2 0 2 1 年から 西会津町中町集落でアート プロジェ ク ト を実施し ている有志団

体である。 現在、 東京藝術大学・ 武蔵野美術大学をはじ めと する東京都内の美大生を中心に、 8 名

程度が流動的に参加し ている。

　 活動拠点と し ている中町集落は、 「 過疎化」 と 「 高い高齢化率」 が進んでいる状況にあり 、 町

外の若者と 集落を繋ぐ き っ かけを作り 、 「 関係人口の創出」 を促す必要がある。 そのため、 やど

り ぎ案内がアート プロジェ ク ト を通し て目指すのは、 観光事業の発展ではなく 、 集落の方々と 我々

が親交を深めるための場をつく り 、 それによっ て自ら が「 関係人口」 と なるこ と である。

　 昨年度実施し たアート プロジェ ク ト ＜も の語り の層＞をはじ めと する、 年３ 、 ４ 回の集落での

活動から 、 集落住民の方々に「 やどり ぎ案内」 と いう 名前や個人名を覚えても ら えるよう にな

り 、 自ら が「 関係人口」 と し て集落の方々と 距離が縮まっ ている様子を実感でき ている。 活動3 年

目を迎える今年度は、 昨年に引き 続き 、 アート プロジェ ク ト ＜えんの繋ぎ目＞を実施し た。 こ れか

ら その活動について説明する。

2 .  今年度の活動＜えんの繋ぎ目＞概要

    

　 ＜えんの繋ぎ目＞は、 こ れまでの活動で巡り 合っ た「 ご縁」 を、 こ れから につなげる場を作り

出すこ と を目指し たアート プロジェ ク ト である。 ８ 月には「 シャ ッ タ ーアート 」 と 移動式拠点「 し

し まい」 の制作の場を公開し 、 1 1月には8 月に制作し た「 し し まい」 を活用して、 2 日間にわたり

中町集落の屋号文化に触れる２ つのワーク ショ ッ プを実施し た。
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活動スケジュ ールは以下の通り である。  

夏　 ＜移動式拠点「 し し まい」 ・ 「 シャ ッ タ ーアート 」 の公開制作＞

※8 日間の滞在

8 /2 2（ 火） 　 移動日

8 /2 3（ 水） 　 公開制作準備日・ 「 し し まい」 制作開始　

8 /2 4（ 木） 　 公開制作1 日目： 「 し し まい」 制作

8 /2 5（ 金） 　 公開制作２ 日目： 「 し し まい」 制作・ シャ ッ タ ーアート （ 午前・ 夕方）

8 /2 6（ 土） 　 公開制作３ 日目： 「 し し まい」 制作・ シャ ッ タ ーアート （ 午前・ 夕方）

8 /2 7（ 日） 　 公開制作４ 日目： 「 し し まい」 完成・ シャ ッ タ ーアート （ 午前・ 夕方）

8 /2 8（ 月） 　 片付け・ シャ ッ タ ーアート 仕上げ

8 /2 9（ 火） 　 移動日

秋　 ＜屋号文化に触れる２ つのワーク ショ ッ プ＞

※6 日間の滞在　

1 0 /3 1 （ 火） 　 移動日

1 1 /1   （ 水） 　 屋号紋・ やきばんこ （ 屋号紋） 調査日

1 1 /2   （ 木） 　 屋号紋・ やきばんこ （ 屋号紋） 調査日

1 1 /3   （ 金） 　 ワーク ショ ッ プ1 日目

1 1 /4   （ 土） 　 ワーク ショ ッ プ2 日目

1 1 /5   （ 日） 　 移動日

3 . 活動内容の詳細

3 -1 .　 シャ ッ タ ーアート  
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　 集落の住宅のシャ ッ タ ーに絵を描く 「 シャ ッ タ ーアート 」 は、 こ の3 年の活動でお世話になって

いる集落の方へお礼と し ての贈り 物がし たいと いう 思いから 実施し た。

　 絵を描かせていただいたシャ ッ タ ーの持ち主の方と は、 活動初期から 親し く し ていただいてい

る。 生まれてから 今までずっ と 中町集落で暮ら し ており 、 花・ 猫・ かわいく て綺麗なも のがお好

きな女性である。 ご自宅に彼女が毎日大切に世話し ている庭があり 、 私たちはそこ に咲いている

花の名前や特性を教えていただけるのを毎度楽し みにし ている。 何度か奥川を一緒に散策し 、 そ

の間奥川の土地や植物についてお話を伺っ たり 、 彼女のと っ ておき の場所に連れていっ て貰っ  た

り する機会にも 恵まれ、  私たちに奥川・  中町集落の魅力を沢山教えてく ださ っ た。 活動を行う 前

に数回彼女の希望を伺い、 メ ンバーと も 百合子さ んの人柄・ お好きなも の、 そし て集落の印象深

い景色を話し 合っ た。 その結果主な題材を「 花(特に山百合)」 「 可愛ら し い 童話的なイメ ージ」

「 ご自宅の庭」 の3 点に決めた。 そし て制作時には事前に下絵を用意せず、 シャ ッ タ ーへ直接ペン

キを塗布し てでき た色むら から 、 4 人のアーティ スト が花などの 形を連想し て描く こ と で、  野山

から 季節の草花を見つけ出すよう に制作でき ないかと 考えた。

　 炎天下での制作は午前中と 夕方の2 回に分け、 4 日間に渡っ て行っ た。 シャ ッ タ ーは集落内の主

要道路に面し ていたこ と から 、 車・  バイク ・ 電動スク ータ ーで通り がかる集落内外の方々と も お

話し し ながら 制作でき、 「 ツーリ ングの道中で集落を通る人たちに、 シャ ッ タ ーアート を通し て集

落の 存在を意識し ても ら える」  と 喜んでいただける機会も 多かっ た。 持ち主の方にも 完成後にお

見せでき、 題材や描き方についての説明と 描いた庭の草花を紹介し たあと で、 改めてこ れまでの

感謝をお伝えでき た。 今後別の場所でシャ ッ タ ーアート を行う 場合は、 今回以上にこ れが集落の公

的な景観のイメ ージと し て残り 続けるこ と を意識し て、 今の中町集落の良い記録と なるよう な作品

を制作し たいと 考えている。
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3 -2 .　 移動式拠点「 し し まい」 の制作

　 　

　 こ れまでの集落と の交流を通し 、 集落の方には私たちを覚えて暖かく 迎えていただき 、 私たち

も 集落で会いたいと 思う 方がたく さ んいるよう になっ た。 し かし 、 滞在中に全員に会う こ と はな

かなか難し く 、 最終日にやっ と 会えて「 来ていたのを知ら なかっ た。 も っ と 早く 教えてく れたら よ

かっ たのに」 と 声をかけても ら う こ と も 少なく なかっ た。  

　 私たちが訪れたと いう こ と を今より 伝わり やすく し 、 また新たな交流の場を生み出すこ と を両

立でき ないか？と いう 思いから 、 「 やどり ぎ案内の拠点を作ろう 」 と いう 発想に至っ た。 そし て

拠点がラ ーメ ン屋の屋台のよう なも のであれば、 集落で屋台を引けばやどり ぎ案内が来て何かし

ていると いう こ と が一目でわかり 、 また集落内のどこ でも 場を作るこ と ができるのでは？　 と い

う こ と で拠点は移動のできる屋台型に決まっ た。
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　 移動式拠点「 し し まい」 には以下２ つの目的がある。

①交流の場

　 やどり ぎ案内が集落に訪れた際、 屋台の存在がシンボルと なり 「 やどり ぎ案内が来た」 と いう

こ と が集落の皆さ んに伝わり やすく なる。 そこ から 新たな交流の場と し ての機能が生まれる。

②アーカ イ ヴ

　 やどり ぎ案内がこ れまで実施し てきたプロジェ ク ト のアーカ イ ヴは勿論、 そのプロジェ ク ト に至

るまでのリ サーチ・ 交流内容を見るこ と ができる場と し て機能さ せる。 やどり ぎ案内の集落での

活動を確認できる場を開き、 集落と 活動の周知を図る。

「 し し まい」 は設計から 組み立てまで全てやどり ぎ案内のメ ンバーで行い、 8月にはシャ ッ タ ー後

の制作と 同時に、 集落内の体育館で公開制作と いう 形で組み立てをし た。

3 -3 .　 屋号文化に関する２ つのワーク ショ ッ プ 

　  

　 　

　 1 1 月には、 夏に制作し た「 し し まい」 を実際に活用し 、 それを拠点と し て集落の屋号文化にま

つわるワーク ショ ッ プを行なっ た。

　 中町集落には、 苗字と は別にそれぞれの家庭を屋号で呼び合う 文化があっ た。 集落内には 同姓

の苗字が多いため、 屋号により 区別をし ていたよう だ。 屋号の名前には、 かつての家業 や集落の

どの位置に家があるか、 家のある環境などを由来と し たも のが多く 、 屋号のお話を 伺う と 、 集落

の人々のこ れまでの暮ら し 文化を感じ るこ と ができ る。 また、 集落では「 やきばんこ 」 と 呼ばれ

る、 屋号紋および屋号紋が刻印でき る焼き 印を持つ家が多い。 「 やき ばんこ 」 は、 農具や下駄に

刻印するこ と で他の家の物と 区別するために使われていた、 いわば名前シールのよう なも のだ。

その使用方法から も 集落の暮ら し ぶり が窺えるが、 紋のデザイ ンにも 家業や祖先の名前を由来と

し たも のなどがあり 、 それぞれの家の歴史を感じ さ せる。
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 　 屋号文化の魅力と 、 屋号を通し て集落の暮ら し の文化を再周知するこ と 、 またワーク ショ ッ プ

を通し た交流の場を開く こ と を目的に、 以下2 つのワーク ショ ッ プを実施し た。  

①屋号を知ろ う ! 

　 　 　 　 　 　 　 　

　 屋号の名前と やき ばんこ の形を集落の住民の方にお聞きし 、 ワーク シート に記録し た。 記録し

たワーク シート は拠点に飾っ ていき、 集落内の屋号を集めた。

②やき ばんこ (屋号紋)をデザイ ンし よう !

 

　 屋号紋に頻出するいく つかのマーク のハンコ を用意し 、 ハンコ を組み合わせて押すこ と で自分

だけのやき ばんこ をデザイ ンするワーク ショ ッ プ。 屋号文化を身近に感じ ても ら う  他、 やきばん

こ の視覚的な魅力を伝える狙いがあっ た。
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　 こ の 2  つのワーク ショ ッ プを基本と し て、 来場者には実際に木板にやき ばんこ を刻印し ても

ら っ たり 、 時にはし し まい号を引いて集落内を練り 歩き、 出会っ た集落の方に屋号につ いてお話

し を伺っ たり も し た。 またワーク ショ ッ プ期間中は、 し し まい号にやきばんこ が刻印さ れた下駄

や農具、 またやき ばんこそのも のを展示し た。

　 ワーク ショ ッ プでは、 私たちのよう な集落外の人が屋号を知るだけでなく 、 集落住民の方 同士

が屋号について話す場面も 多く 見ら れた。 また、 やき ばんこ は集落内でも 所持し ていな い、 残っ

ていない家も 多く 、 やき ばんこ 自体を初めて使っ たと いう 集落住民の方も いら っ し  ゃ っ た。 集落

内外関わら ず、 し し まい号を囲んで中町集落の屋号文化を共有する場を参加者の方と つく るこ と が

でき た。  

5 . おわり に

　 今年度やどり ぎ案内が実施し たアート プロジェ ク ト ＜えんの繋ぎ目＞は、 2 1 年から の活動を通

じ てできた集落の方々と の「 ご縁」 をこ れから に繋げるために、 「 シャ ッ タ ーアート 」 ・ 『 移動

式拠点「 し し まい」 の制作』 ・ 「 屋号文化に関する２ つのワーク ショ ッ プ」 の3 つの活動を実施し

た。 プロジェ ク ト の実施期間を夏と 秋の2 回に分けたこ と で、 夏の公開制作で出会っ た方が秋の

ワーク ショ ッ プに参加し てく ださ り 、 そこ でさ ら に親し く なるなど、 1年の間に集落内外問わず多

く の方々と 知り 合い、 親交が深まっ たのを感じ ら れた。

　 来年度の夏は、 すでに、 西会津国際芸術村と 中町集落の2 ヶ 所で展覧会を開催するこ と が決まっ

ている。 そこ では「 やどり ぎ案内」 と いう ひと つの団体と し て活動し てき たメ ンバーが、 それぞれ

普段どのよう な作品を制作し ている作家なのか紹介し 、 そのう えで各々がどのよう に中町集落と 関

わっ てき たのか見えてく る展示を行いたい。

　 やどり ぎ案内は年々学生を終えるメ ンバーが増え、 徐々にこ れまでのよう な活動が難し く なっ

てき ている現状にある。 し かし 、 中町集落でアート プロジェ ク ト を実施し たメ ンバーにと っ て、 西

会津町中町集落は「 また必ず帰っ てき たい」 と 思える第2の拠点と なっているこ と も 確かである。

来年度は展覧会をつく っ ていく なかで今後の活動方法を模索し たい。 そし て私たちをあたたかく

迎えてく ださ る集落の方々と 、 継続的に関わっ ていき たいと 思う 。
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